


















































（深沢克己・藤井真理訳 , 同文館 ,1997 年）、ヤコフツェフスキーの『封建農奴制ロシヤにおけ








































































　なお、本書は序章、第 1 章から 4 章、そして結章からなる。タイトルは以下の通りである。




















































































































































































































白石善章著『市場の制度的進化―流通の歴史的進化を中心にして－』（創成社、2014 年、pp.1 ～ 198）を「市場」と「非市場」という視点から読み解く（その 1）（出家）
うところに注がれ、世界の情報が集中する東京や主要大都市に企業は集中するのだという。






























































白石善章著『市場の制度的進化―流通の歴史的進化を中心にして－』（創成社、2014 年、pp.1 ～ 198）を「市場」と「非市場」という視点から読み解く（その 1）（出家）
福祉・医療・文化などの施設サービスといった社会的共同消費が不可欠な要素であるという
こと（宮本憲一（2003）『公共政策のすすめ－現代的公共政策とは何か』有斐閣 ,pp.1 － 23）、
さらに買い物場所は個人的な消費はもとより集団的集合的消費がこの都市住民の再生産の基
礎的条件を形成するという点において（阿部真也（1993）「公共的集合消費と生活の質」阿部
真也監修『現代の消費と流通』ミネルヴァ書房 ,pp.64 － 65）、買い物場所社会的公共的な意
味合いが付されたと見てよいであろう（出家健治（2008）『商店街活性化と環境ネットワーク
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